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2025年度 自己点検評価報告について 

学校法人ミスパリ学園が運営するミス・パリ・ビューティ専門学校大宮校は、埼玉県さいたま市に2012年4月に開校した。本校の前身となるミス

パリエステティックスクールは、30年の歴史を有し、エステティック教育においては、常に先進的な存在としてリードし続け、授業時間も300時間

から1,000時間と増やすことにより、カリキュラムを充実させてきた。  

専修学校として再スタートを切る際には、全国でもあまり類を見ない2年間で2,085時間という充実したカリキュラムを編成し、社会人として即戦

力となる人材育成を行うことにより、有為な人材を関係業界だけでなく他分野にも多数輩出してきた。  

また、学生がより勉学に意欲を持って取り組める教育環境を構築するため、2017年度からは選択コース制を導入している。  

更に、エステティック部門だけでなく、厚生労働大臣の指定を受けた美容学科も併設し、総合的な美容の技術者を育成する専修学校を目指してい

る。同学科は開校以来、美容師国家試験について高い合格率を維持しており、2025年度も2年生在籍者全員が受験し、全員合格することができた。

今後も引き続き100％の合格率を目標に指導を行う。  

また、学生のプロフェショナルとしての資質を高めるため、企業の教育部による最新の技術習得や現役の美容師による実践的な教育プログラムを

取り入れている。  

本校の教育理念である「美しく聡明で品格あるプロフェッショナルの育成」を基本とし、教育内容の更なる充実を図り、技術だけでなく、社会人

としての人間力を磨き、日本のみならず世界で活躍できるようカリキュラムを充実させるとともに教職員の質の向上を目指し、教育研修を続けてい

る。  

2025年度の自己評価の取り組みは以下のとおりである。  

自己評価の目的は、本校に関する各項目を教職員が客観的に評価することにより、改善点を見出し、その結果に基づき、更に実践的な教育プログ

ラムを充実させ、学生はもとより教職員の質の向上に資することである。 
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１．評価実施期間 

2025年 4 月 1 日～2026年 3 月 31 日 

 

２．実施方法 

(1)校長以下、教育課主任が中心となり、各教職員が連携して

評価を行う。 

(2)評価は「専修学校における学校評価ガイドライン」を参考に作成。 

(3)評価は、年度終了後速やかに行い、年１回行うこととする。 

(4)評価結果は、学校関係者評価委員に報告するとともに、現状と今後の改

善、解決に向けた取り組み等を公表することとする。 

 

３．自己点検評価の項目 

(1)教育理念・目標 (2)学校運営 (3)教育活動 (4)学修成果 

(5)学生支援 (6)教育環境 (7)学生の受入募集 (8)財務 

(9)法令等の遵守 (10)社会貢献・ 

地域貢献 

  

  

 

４．評価項目に対する評価

評価は 5 段階とし、 

5：良好 4：適切 3：ほぼ適切 2：やや不適切 1：不適切 

 

以上 
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2025年度 ミス・パリ・ビューティ専門学校 大宮校 自己点検評価表 

１．学校の教育目標 

本校の教育理念「美しく聡明で品格あるプロフェッショナルの育成」を念頭に、学校法人ミスパリ学園としての自覚と自負の下、「充実した教育課

程」「学生獲得」「就職確保」の３本柱を全教職員の力で全うし、わが国トップクラスのトータルビューティの専門学校を目指す。 

 

２．重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

１）教育の質の向上、魅力的で楽しく、充実した内容の授業を行う。講師の評価制度を確立する。 

２）募集定員の確実な達成を図る。 

３）学生の遅刻・欠席をなくし、進級率 90%・就職率 100％を達成する。 

４）学生の体力、人間力の向上を図る。 

５）働くことの意義を理解し、社会で活躍できる人づくりを行う。 

６）即戦力になる人づくりを行う。 

７）学園（姉妹校４校）の協力により、相乗効果を上げる取り組みを行う。 

 

３．自己評価 

良好…５ 適切･･･４ ほぼ適切･･･３ やや不適切･･･２ 不適切･･･１ 
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（１）教育理念・目標 

 評価項目 評価 前年度 現状 課題・改善案など 

 

1 
学校のビジョン及びそれを実現するための方針を策定してお

り、かつ、教職員に理解されているか 

 

5 

 

5 
(1)-1本校の理念・目的・育成人

材像は、学校教育目標として定

められており、全体職員会議を

通じて全教職員に共有されてい

る。              

(1)-3学校説明会や保護者会など

を開催して周知している。 

(1)-5学生の就職先企業や業界関

係団体との面談を行い、社会的

ニーズの把握に努めている。 

(1)-2本校の魅力や改善点などの定

期的な洗い出し 

(1)—4各種評価結果や外部委員から

の指摘は周知できているが、そこか

ら得られる評価分析の浸透が課題で

ある。活発な議論の場を設け、教職

員全員の学校運営への意識向上を図

る。 

 

2 
特色ある学校づくりを進めるために、求められる仕事及び求め

られる人間性を明確にし、学校独自のカラーを出しているか 

 

5 

 

5 

 

3 
学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが、学生

や保護者等に周知されているか 

 

5 

 

5 

 

4 
目標に対する評価を年度内に実施し、その結果を教職員に周知

するとともに、次年度の目標につなげているか 

 

5 

 

5 

 

5 
教育目標、育成人材は学科等に対する社会のニーズに向けて方

向付けられているか 

 

5 

 

5 
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（２）学校運営 

 評価項目 評価 前年度 現状 課題・改善案など 

1 事業計画等に沿った運営方針が策定されているか 5 5 (2)-1 事業計画を策定し、そ

れに基づき学校運営を行って

いる。 

(2)-2 授業アンケートや面談

を通じて学生意見を把握し、

学校運営に反映している。 

(2)—4近隣通信制高校のスクー

リングや「一恋（詳細後

述）」のイベントを、施設を

開放して行い、地域交流に貢

献している。 

(2)—10ホームページを自校に

て作成し、本校の特徴を分か

りやすく発信を行っている。 

(2)-12評価結果や監査書類な

どは学校ホームページで毎年

公開している。 

(2)-2各種委員会活動に自主性を持た

せ、学生がより能動的に学校運営に携

われるシステム作りを行う。 

(2)-9 業務分担や事務システムツール

を導入し、業務効率は改善されている

が、人事異動などにより再構築が必

要。 

(2)-11各種評価結果の学内共有と改善

の実施。 

2 学校運営などに学生の意見が反映されているか 5 5 

 

3 
地域社会への貢献の一環として、学校施設を地元に開放して

いるか 

 

5 

 

5 

4 地域との協力関係が確立されているか 5 5 

 

5 
運営組織や意志決定機能は、規則等において明確化されてい

て、有効に機能しているか 

 

5 

 

5 

6 人事・給与等に関する規程等は整備されているか 5 5 

 

7 
教務・財務等の組織整備など意志決定システムは整備されて

いるか 

 

5 

 

5 

8 教職員の健康診断を実施しているか 5 5 

9 各種システム化等により業務の効率化が図られているか 4 5 

10 ホームページは、適宜更新し、見やすくしているか 5 5 

 

11 
学校評価を組織的に実施し、評価結果を教職員に周知するとと

もに、改善計画を策定しているか 

 

4 

 

5 

 

12 
学校運営及び評価の結果を学校関係者以外に、何らかの方法で

公表しているか 

 

5 

 

5 
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(３)教育活動 

 評価項目 評価 前年度 現状 課題・改善案など 

 

1 
教育課程は、教育理念・教育目標と一貫性がある内容になって

いるか 

 

5 

 

5 
(3)-2 年2回の教育課程編

成委員会では、教育の質が

年々上がっているとの評価

をいただいている。 

(3)-5 小テストや授業アン

ケートを通じて学生の理解

度を図り、授業内容や指導

方法の改善に努めている。 

(3)-8 補習や補講を計画的

に実施し、履修不足などの

予防を行っている。 

(3)-9 定期的に練習日や

朝・放課後練習を実施し、

教職員全員で指導にあたっ

ている。 

(3)—3 学生ポータル上でシラバスの

公開や授業に関する質問を受け付け

ることで、学生の学習補助に役立て

ているが、学生の活用頻度が低いこ

とが課題。学生の質問や問題解決に

スピーディに対応するためにも積極

的な活用を促していく。 

(3)-7 授業運営や指導力について、

経験値などから教職員間で多少の差

がある。教員面談や教員研修を活用

し、教育の質の向上と統一を目指

す。 

 

2 
定期的に教育課程の評価を組織的に行い、時代の要請、変化に

あったものに修正しているか 

 

5 

 

5 

 

3 
シラバス（授業計画書）は、学生が授業内容を理解しやすく、

授業内容と一致しているか 

 

5 

 

5 

 

4 

 

効果的な授業運営を図るため、適切に時間割を調整しているか 

 

5 

 

5 

 

5 
授業内容や指導方法が学生レベルに合うよう工夫・改善してい

るか 

 

5 

 

4 

 

6 
学生に修了認定のための評価基準と方法を公表しており、か

つ、評価は公平性・妥当性が保たれているか 

 

5 

 

5 

 

7 

 

評価結果による教員面接・指導が行われているか 

 

5 

 

4 

 

8 
未修了科目の原因分析を教員側と学生側とで実施し、対応策を

講じているか 

 

5 

 

5 

 

9 
資格対策に個々の学生にあった指導・援助を実施するなど、教

職員一丸となって取り組んでいるか 

 

5 

 

5 
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10 
人材育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員

を確保しているか 

 

5 

 

5 
(3)-11 学内講師研修を年3回

実施。学外研修にも定期的に

参加しており、教職員の人間

力及び指導力の向上を図って

いる。 

(3)-15 職場見学やインターン

シップ制度を導入し、職業理

解を促している。 

(3)-16 教育課程編成委員会や

関係者評価委員会などの評価

を基に、業界企業や学生のニ

ーズに即した内容に見直す機

会を設けている。 

(3)—10 優秀な教員はすぐには補充で

きないことが課題。教員採用システム

の新たな構築及び人材育成プログラム

の策定を急ぎたい。 

(3)-12 定期的に研修を実施し、議事

録などで共有しているが、本校の実情

に合わせたより実践的な改善の機会と

することが課題。 

(3)-15インターンシップ日数を増や

す。 

 

11 

 

教職員のスキルアップのための研修を行っているか 

 

5 

 

5 

 

12 
研修や出張で学会等に参加した成果を他の教職員に還元する仕

組みがあるか 

 

4 

 

5 

 

13 
教職員の授業を他の教職員、または外部関係者が参観、講評で

きる制度があるか 

 

5 

 

5 

 

14 

 

教職員による自己評価が定期的に行われているか 

 

5 

 

5 

 

15 
インターンシップ等を利用して、職業選択について深く考える

契機を提供出来ているか 

 

5 

 

5 

 

16 
関連分野の企業・関係施設や業界団体等との連携によりカリキ

ュラムの作成・見直し等が行われているか 

 

5 

 

5 
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（４）学修成果 

 評価項目 評価 前年度 現状 課題・改善案など 

 

1 

 

学生の就職に関する目標を設定したか。またその成果は十分か 

 

5 

 

5 
(4)-1キャリア教育を導入し、

働く意義の教育に力を入れ、

就職を希望しない学生や就職

後の離職率の低減を図ってい

る。今年度も各学科共に就職

希望者の就職率100％達成し

た。 

(4)-3学生面談や出席管理を通

じて、学生それぞれの状況を

把握し、個々に合わせたサポ

ートを行っている。 

(4)-4 就職先企業と密に連携

し、卒業生の就職後の状況把

握および問題点の把握に努め

ている。 

(4)-3 学生を取り巻く環境は複雑化し

てきており、個々の学生に合わせた細

やかなサポートが必要となっているた

め、更なる教員の業務分担や効率化が

課題。教員の事務負担を減らし、学生

と向き合う時間を確保する。 

 

2 
学生の資格取得目標を設定し、その結果検証をおこなって

いるか 

 

5 

 

5 

 

3 

 

中途退学者を少なくする工夫・努力をしているか 

 

5 

 

5 

 

4 
卒業生の就職先での評価を把握し、問題点を明確にしていると

ともに、その改善策を講じているか 

 

5 

 

5 
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（５）学生支援 

 評価項目整って 評価 前年度 現状 課題・改善案など 

 

1 

 

学生の心身面での健康管理体制がいるか 

 

5 

 

5 
(5)-2 学生支援については、

担任やキャリア担当など専門

部署を設け、状況に応じた支

援を多角的に行っている。    

(5)-5 奨学金や学費サポート

制度について適宜説明会を開

催し、就学支援を積極的に行

っている。 

(5)-8 同法人に「ビューティ

＆ウエルネス専門職大学」を

有し、3年次編入制度を提携。

その他関連会社が運営する人

材派遣サービス「BWP」と連携

し、卒業生の再就職支援を行

っている。 

(5)-1 学生からの相談内容は年々多様

化しており、精神面・環境面・経済面

など多岐にわたる支援体制が必要とな

っている。外部専門機関と適切に連携

しつつ、継続的な支援体制の向上を図

っていく。 

(5)—3 各種委員会や地域ボランティ

ア活動などを通じて学生の自主活動を

支援しているが、さらに拡充させ、学

生が能動的に運営に携わる体制を目指

す。                

(5)—4 災害時連絡システムを導入し、

災害時の安否確認をスムーズ化した

が、学生回答率が低迷していることが

課題。学生の危機管理意識を高める指

導を行っていく。 

 

2 

 

学生生活、進学、就職に関して学生の相談に十分応じているか 

 

5 

 

5 

 

3 
学生のクラブ活動やボランティア活動などの自主活動を支援し

ているか 

 

5 

 

5 

 

4 

 

災害など非常時の危機管理体制が整っているか 

 

5 

 

5 

 

5 

 

奨学金等の経済的支援があるか 

 

5 

 

5 

 

6 

 

学費減免、学費分納制度があるか 

 

5 

 

5 

 

7 

 

学生寮を保有、または紹介をしているか 

 

5 

 

5 

 

8 

 

卒業生への再教育、または就職支援体制はあるか 

 

5 

 

5 

 

9 

 

社会人のニーズを踏まえた教育環境は整備されているか 

 

5 

 

5 
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（６）教育環境 
 

 評価項目 評価 前年度 現状 課題・改善案など 

 

1 
教育目標達成に必要な施設、設備及び新しい教材が整ってお

り、活用されているか 

 

5 

 

5 
(6)-1 学校設備や教材につい

ては教育目標に照らし、毎年

度見直しを行っている。 

(6)-2 日々の設備点検に加

え、専門業者による建物点検

を導入、適宜補修を行ってい

る。 

(6)-3 年2回の避難訓練を実

施し、災害時の対応や避難経

路の確認を行っている。 

(6)-1 近年の物価高騰により、一部教

材や設備備品が高騰している。教材の

見直しや、計画的な設備更新を行い、

より良い教育環境を継続的に維持・管

理していく。 

 

2 
施設・設備等の定期点検、補修等について適切に対応して

いるか 

 

5 

 

5 

3 教職員・学生に防災研修・教育を行っているか 5 5 

 

4 

 

学校行事の運営等に学生を積極的に参画させているか 

 

5 

 

5 

 

（７）学生の受入募集 

 評価項目 評価 前年度 現状 課題・改善案など 

1 学生募集計画があるか。また成果は十分か 5 4 
(7)-1 募集計画に基づき適切

に募集活動が行われており、

入学生の増加につながってい

る。 

(7)-2 学校案内・パンフレッ

トは内容が分かりやすく整え

られている。 

(7)-5 オリエンテーションに

メンター制度を導入し、質問

しやすい環境を作ることで、

安心して学校生活を開始でき

る体制を整えている。 

(7)-1 学科により学ぶ内容・特性が異

なるため、学科別の募集計画の策定が

必要。それぞれの学科の魅力を分かり

やすく発信する取り組みを強化する。 

2 学校案内等には育成人材像が明示されているか 5 5 

3 学校案内等には目指す資格・検定試験等が明示されているか 5 5 

4 学校案内等には学費・教材費が明示されているか 5 5 

 

5 
入学（予定）者に対し学習、学生生活のためのオリエンテーシ

ョンは行われているか 

 

5 

 

5 
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（８）財務 

 評価項目 評価 前年度 現状 課題・改善案など 

 

1 
予算計画、年間事業計画を策定し、適正な予算の執行・進捗管

理を行っているか 

 

5 

 

5 
(8)-1 予適正な財務状況を維

持している。 

(8)-2 監査書類や帳簿類は

常に適正に作成されてお

り、学校ホームページにて

適切に情報公開されてい

る。 

(8)-1 教職員各自がコスト削減意識を

高め、引き続き無駄のない学校運営を

図る。 
 

2 

 

財務について会計監査が適正に行われているか 

 

5 

 

5 

 

3 

 

財務情報公開の体制整備はできているか 

 

5 

 

5 

 

（９）法令等の遵守 

 評価項目 評価 前年度 現状 課題・改善案など 

1 法令や専修学校設置基準を遵守しているか 5 5 (9)-1法令や専修学校設置基

準を含め、労働環境基準や人

権についても十分に配慮した

学校運営を行っている。 

(9)-3 SNSの利用による個人

情報漏洩の危険性を学び、

情報管理意識を身に付ける

教育を行っている。 

(9)-4 自己評価結果及び学

校評価委員会の評価結果を学

校ホームページで公開してい

る。 

引き続き、在校生及び教職員に対す

る法令遵守や個人情報管理の更なる

意識付けを強化する 
2 学生指導において、学生に対して人権への配慮がされているか 5 5 

 

3 
学生、非常勤講師や教職員の個人情報の保護について、考慮し

ているか 

 

5 

 

5 

 

4 
自己点検・自己評価を定期的に実施し、問題点の改善につとめ

ているか 

 

5 

 

5 

 

5 

 

自己評価結果を外部に対して公表しているか 

 

5 

 

5 
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（１０）社会貢献・地域貢献 

 評価項目 評価 前年度 現状 課題・改善案など 

 

1 
学校の実習施設を活用するなど高等学校の職業教育の実施に協

力・支援しているか 

 

5 

 

5 
(10)-1 外部企業による職業

体験イベントに埼玉県代表校

として参加。小中学生などの

低学年層に向けて美容の仕事

を紹介するなど、美容業界の

すそ野を広げる活動に取り組

んでいる。 

(10)-4 ボランティアや外部コ

ンテストへの参加を通じて、

学習成果の発信に取り組んで

いる。 

(10)-2 地域の清掃活動を定期的に行

い、身近なところから環境問題改善に

取り組んでいる。今後は人権やSDGsへ

の理解促進など啓発活動を行い、社会

貢献や環境課題への意識を高めてい

く。 

 

2 
環境問題など重要な社会問題の解決に貢献するための活動を行

っているか 

 

4 

 

4 

 

3 
受け入れ、在籍管理等において適切な手続き等がとられている

か 

 

5 

 

5 

 

4 

 

学習成果が国内外で評価される取組みを行っているか 

 

5 

 

5 

 


